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に生じる 2 種の変形状態 すなわち平面歪状態と平面応力状態とでの変形機構の差異を解明すると共
に，曲げ亀裂が常に平面歪場において先に発生する理由を明らかにしている口
一方，上記の解析結果を基にして現行の曲げ試験法を力学的に検討し，その不合理な点を指摘する
と共により合理的な試験片の形状および曲げ試験法を提案している。
本解析法は微小曲げ変形から大曲げ変形に至るまで精度よく適用できるものであり，従来殆んど行
われなかった大曲げ変形の解析を容易にし，その変形機構を明らかにしたことは，鋼材の曲げ延性お
よび加工性の研究上貢献するところが大である。また本研究で提案された曲げ試験法は将来の曲げ試
験法の規格改正に対する有益な資料となるものである。よって本論文は博士論文として価値あるもの
と言忍める。
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